
 

 

                           

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年１０月１日 

第１１号 

文責 吉永鈴子 

共感力 

自進力 

やりぬく力 八嘉小だより    

 １０月になりました。彼岸花やコスモスが秋の

訪れを感じさせてくれます。 

３年生の子供達が、地域の「花づくり委員会」さ

んのご指導の下、冬の花づくりに向けた学習を始

めました。とても張り切っています！地域の自慢

である花づくりの活動の「心」を学び取り、立派な

八嘉人に成長してほしいと思います。子供達が育

てた花が八嘉のまちを彩る日が待ち遠しいです！ 

「実りの秋」のために！ 

コロナの新規感染者が減少し、リスクレベルも下がりましたので、子供達が楽しみにしている運

動会や見学旅行、修学旅行などの準備を進めています。皆様のご協力の賜物と感謝しております。

今後も感染防止のための取組にご協力いただきますよう改めてお願い申し上げます。 

 新型コロナウイルス感染症に関する偏見や差別については、「絶対にあってはならないこと」とし

てご理解とご協力をお願いしてきました。偏った情報に基づく「不安」が憶測を生み、事実ではない

ことが噂として広がっていく、そして、人の人生に悪影響を及ぼし、生命までを脅かす問題になって

いく、ということの恐ろしさ、罪の大きさを、あらためて考える機会となったととらえています。 

 全米オープンテニスでは、大坂なおみ選手が人種差別への抗議の意志を示し、全世界の注目を集め

ました。私たち人間の弱さのために、残念ながら様々な差別が解消できていません。 

 平成２８年に国において「部落差別解消法」が制定されました。今年度、「熊本県部落差別解消推進

条例」が制定され、６月２９日に施行されています。裏面にチラシを印刷しています。部落差別をは

じめとするすべての差別をなくし、あらゆる人の人権が守られる社会の実現のために、私たち大人が、

同じ考えを持って、子供達の手本となりましょう。 

 企画・生活委員会が取り組んだ募金への

ご協力ありがとうございました。 

総額 ３１,７４８円になりました。 

お寄せいただいた浄財は、日本赤十字社

を通じて被災地の支援に充てられます。八

嘉の子供たちの愛が、知らない誰かの手助

けになるのは、うれしいことですね。 


